
農事組合法人京丹波ほたるの里は、平成１９年に京都府京丹波

町の塩田谷・安井地区の農業従事者により、地域農業発展のため、

設立された。水稲や地域特産の黒大豆や小豆の栽培においては、地

元畜産由来の牛糞堆肥を活用した土づくりを積極的に推進し、環境

にやさしい農業を実践している。

また、ＧＡＰ研修を受講した役員を中心に、環境保全、食品安全、

労働安全などの各項目においてＧＡＰを実践、農業分野でのＳＤＧ

ｓの取組として、地域の農業者への波及や消費者の理解促進に努め

ている。

さらに、平成２８年から運営している農産物加工施設「キッチン

ほたる」では黒大豆を原料とした味噌やもろみなど特産品の開発、

地域イベント主催による消費者との交流の場づくり、会報の定期発

行など、地域の農業や農産物のアピールについても積極的に実践し

ている。

有機堆肥散布とGAP の取組でSDGｓ達成

農事組合法人 京丹波ほたるの里

令和４年度
近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール

のうじくみあいほうじん きょうたんばほたるのさと

京都府船井郡京丹波町主な取組

消費者との交流 加工施設と加工グループ


